
リーダー・渥美医師より一言 

WG で検討されている上記の内容は、数年先を見据えての検討であることが多い。今年度中

に完結できなくても、次年度以降につながるように活動していきたい。 

一方、誤嚥や食事介助方法検討などについて早急に解決すべき問題もある。臨時回診等で、

チームとして出来るだけ迅速に対応していきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

～ 摂食・嚥下ワーキンググループとは？ ～ 

当センターの利用者の皆さんが安全に楽しく食事ができるよう、各部署と連携し、問題点につい

て調整、アドバイスする機関です。 

 ～ 今年度の各部会の活動予定をお知らせします ～ 
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最近の WG の動き 

 新メンバーで活動を開始しました。 

 回診：1-B、2-B、5-A、通所の摂食嚥下回診を行

いました。 

食具・食形態部会 

利用者が外食時に料理を選択し、安全に食べる機会を守る 

・外食時摂食マニュアル（外食時ガイドライン・緊急時の対応）を完成させ活用していく 

・外食時確認表の実施と評価を行なう 

 

情報伝達部会 

短期入所者への臨時回診を促進する 

・短期入所で摂食困難者の摂食介助シートを作成する 

・短期入所で喫食者を 1 週間毎一覧表にし、臨時回診日程を組めるようにする 

勉強会部会 

職員向けの研修・ご家族向けの勉強会を開催する 

・センター職員向けに年 2 回勉強会を開催する ★第 1 回 9 月 13 日（火）開催！ 

・WG メンバー向けに年 4～5 回勉強会を開催する 

・ご家族向けに渥美医師による勉強会「障害児者の摂食嚥下（仮）」を開催する 

 

広報係 

WG の活動をセンター内外に広報する 

他部会と連携して、年 3 回「摂食嚥下ワーキングニュース」を発行し、 

センターホームページにも掲載する 

 

 


